
こんな

どうする
時？

これで納得、製品選び！

決解悩み
日々進化する教育現場！学習理解を深めるためのICT活用法とは

学習理解を深めるICT製品の代表格と言えば大型提示装置。大画面で授業を行いたいけど、「プロジェクターを利用したスクリーンと、
ディスプレイってどっちが良いの？」といったお声をよく耳にします。スクリーンとディスプレイの最適な選択方法についてズバリお答えします。

スクリーン ディスプレイ
・明るくきれいに見られる
・スイッチONで使えて準備不要
・黒板を板書のためにフルに使える
・黒板横のスペースを有効活用できる

・大きい画面で見られる
・使用後、収納できる
・黒板の任意の位置に設置可能
・映像の上から書き込みができる製品もある

なるべくコストを抑える方法は無いかな？

コストを抑えて大型提示装置を
導入したい

使い勝手が悪いなどで利用されないとムダになる。

導入したけど
利用されない機器はムダ

省スペースで大画面を活用する方法は？

教室に大画面を導入する
スペースが無い！

持ち運びタイプスクリーンor
可搬ディスプレイスタンド

常設スクリーンor
ディスプレイ

持ち運びできるスクリーンや可搬ディスプレイス
タンドを活用することで、複数の教室を持ち回り
で共有して利用できます。持ち運びのデメリット
はありますが、コストを抑えた導入が可能です。

黒板を使用するマグネット式スクリーン（常設/可
搬）やディスプレイを壁や天井に取り付けること
で、限られた教室のスペース内に大型提示装置
を導入できます。

限られた授業時間の中、大画面を映すための準
備時間は少ないに越したことがありません。ス
イッチONですぐに利用できる常設型のスク
リーンやディスプレイがオススメです。

マグネット式スクリーンor
壁付・天吊ディスプレイ

遠隔授業、オープンキャンパス
オンラインで遠隔地と“つながる”

運動場のWi-Fi化＆
ネットワークカメラ

電源ポールの活用

既存製品の活用

タブレット等の充電保管庫

スクリーンとディスプレイどっち？ 
最後に機器を選択

大規模校

小規模校

都市部

過疎地

遠隔授業で“つながる”

▶持ち運びタイプまぐピタ（P.7）
▶ディスプレイスタンド（P.13）
▶簡易設置スクリーン（P.16）

▶まぐピタ（P.7、9）
▶ディスプレイ取付金具（P.11）

▶常設タイプまぐピタ（P.9）
▶ディスプレイスタンド（P.13）
▶常設プロジェクター（P.17）

オススメ
商品

オススメ
商品

オススメ
商品

予算を抑えたい 教室内が狭い 利用率を上げたい

大学

遠隔地

【過疎地の小規模校の悩み】

・先生の不足
・学習内容の平準化
・小規模校の教育活動の充実

・児童生徒のコミュニケーション能力の向上

【大学の悩み】
・入学生の確保
・情報発信の限界
・知名度のUP

オープンキャンパスの
映像を遠隔地へ配信

大型スクリーンを活用した
オンラインオープンキャンパス

高速通信が確立することで、リアルな映像の配信が可能となり
ます。学校においては、大型スクリーンを活用することで、都市
部と過疎地の学校が“つながる”遠隔授業や、遠隔地の生徒へ向
けたオープンキャンパスなどの臨場感ある、映像を配信すること
ができます。（▶P.21）

ソーラー発電エネルギーをバッテリーに蓄積し、様々な
機器に活用できる電源ポール。学校内ではWi-Fiルー
ターやネットワークカメラの利用が見込まれます。教室の
外でもWi-Fiが利用可能となり、運動場における体育の
授業や部活動でもタブレットが利用できます。

ソーラーシートとバッテリーを一体化したエネルギータ
ワー。LED街灯やネットワークカメラ、Wi-Fi基地など多
用途に使用できます。

児童生徒が1人1台のパソコンやタブレットなどを利
用するとなると、充電保管庫が必要になります。
一方で限られた教室のスペースをいかに有効活用す
るかがポイントです。オーエスでは既存製品との組み
合わせによる充電保管庫を提案しています。（▶P.15）

電源ポール

電源ポール

Wi-Fiルーター

ソーラーシート

ネットワーク
カメラ

バッテリー内蔵

充電保管庫付きディスプレイスタンド
充電保管庫

スクール構想GIGA
ネットワーク化で変わる！

オーエスが提案する製品・学習スタイル

大型提示装置を導入したいけど・・・

テラセルデとはクリーンエネルギー(ソーラー
シート)と、バッテリー、センサー等のインターフェ
イスを組み合わせた製品開発と、それを活用する
仕組み全体にかかわる物を指すブランドです。
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